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「早岐瀬戸」締め切 りが周辺真珠漁場に

与える影響に関する研究―Ⅲ

総 括 と 要 約

入 江 春 彦 ・飯 塚 昭 二

Studies of the Oceanographic Characteristics of Haiki 

Channel and the Adjacent Waters, and of Effects of

Closing of the Channel on Pearl Farms

•\‡V

Generalization and Summary

Haruhiko IRIE and Syoji IIZUKA

 To elucidate the assumed effects of closing of Haiki Channel, Sasebo 
City, Nagasaki Prefecture, on pearl farms in its adjacent waters, surveys 
were carried out from February 1964 to January 1965. 

The results of surveys are as follows. 
1. Movement of sea water at the Daito Farm in the Channel will 

be lowered to a half (at present maximum being 25cm/sec, average 
being 8 -10 cm/sec in spring tide). According to the experiments 
in laboratory, the physiological activity of pearl oysters is the most 
vigorous at the current-velocity of 10-15cm/sec. 

2. There will be no problem with dissolved oxygen content in sea 
 water from present status, but it is feared that the water in lower 

 in layer with low oxygen tension during high temperature season 
 from July to September, especially at the time of neap tide (about 
 1 cc/L), might come up to the level of the lowest end of oyster-
 baskets hanging in the water. 

 3. Contamination of bottom-mud will be intensified by the de-
 clining of movement in the Channel. 

 4. It is feared that there will be an occurrence of red water and 
 abnormal blooming of Skeletonena costatum. Such circumstance 

 is not faborable for pearl oysters. 
 Furthermore, followings can be expected as secondary effects of the 

interception of the Channel accompanied by decline of current. 
 (1) Abnormal elevation of water temperature in summer and ab-

 normal depression thereof in winter. 

 (2) Effect of long staying of the fresh water after heavy rain. 
 (3) Development of strong stratification and ascending of bottom 
 water which has low oxygen tension in summer. 

 (4) Increase of sulphide in bottom-mud and -water by accumulation
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 of organic matters derived from shell-excretions and inflow. 

 (5) Interception of oxygen-supplying effect by turbulence at the 
 scheduled position of closing (Kancho-bashi) and by sea weeds in 

 the Channel. 

 (6) Interception of interchange between the waters in the Channel 
 and in Omura Bay. 

 The authors assume that the superannuation and desolation of pearl 
farms will be intensified by the above-mentioned conditions.

総 括

早岐瀬戸の淡水湖化がその水域を利用する水産業に及ぼす影響,す なわち予想される瀬

戸周辺海域の海況の変化と,そ れが真珠養殖場に及ぼす推定的影響を調査するに当って,

当面する問題の焦点とそれに対応する調査のあり方を種々検討した結果,1964年3月22日

(小潮時)お よび28日(大 潮時)に 予備調査を実施した結果1),早 岐瀬戸海域の海水の性

状を把握するためには,そ れぞれ

佐世保湾側　大崎鼻―白崎鼻

大 村湾 側:戸 尺鼻―横 島

の線までで充分であることが推定された

(第1図).又 調査が進行するに従 って,

瀬戸内水を含めて湾内水の流動状態は予

想以上に小さいことが分 り1),そ の後の

調査対象範囲はもっぱら瀬戸内 とその佐

世保湾側および大村湾側のそれぞれ出入

口部周辺海域にとどめて差 しつかえない

ことも明かとなった.

本調査 の開始に当 って計画 した調査の

4焦 点2)の うち,

1.関 係水域の流動状況 および

2.漁 場における夏期の溶在酸素量

の状況

については第2報1)に おいて,ま た

3.漁 場ならびに関係水域海底土の

汚染状況

については森井等3),4)に よって,さらに

4.プ ランクトン相の性状

については第1報2)に おいてそれぞれ報

告されている.

なお,本 調査の実施申に,流 動が本水

域の場合とくにア コヤガイにどのような

関係を持つ かを明かにすべく,付 帯調査

Fig. I Map of Haiki Channel and the ad-
 jacent waters, showing the distri-

 bution of pearl farms near both 
 mouths of the Channel. (Thick 

 lines show the pearl rafts ) 
 I and II show the scheduled 

 positions in case of closing of 
 the Channel
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として「アコヤガイと環境水の流速との関係」を室内実験により追求し，その結果は別報

5）’6）している．

　以上の諸調査は大塔漁場および関連水域の持つ特性とその現況を明らかにしたが，この

現況は「早岐瀬戸」の締め切りにより当然変化することが予想されるが，その変化は締め

切り工事の実際的手段とそれに付帯する諸問題の処理方法とで大いに異なって来よう．と

くに問題となるのは，余剰淡水の排水方法と早岐町地区の都市下水処理の方法およびあり

方とである．とくに後者が締め切り後の瀬戸内水を汚染する効果は大きいものと考える．

余剰淡水排水の問題には，塩分の低下などで漁場の現況をより悪化させる問題は，大雨時

を除いては全く含まれないものと考える．

　現況でも瀬戸周辺およびその後背地域における降水は，全部瀬戸内に流大して処理され

ているから，締め切ったために特別な変化は起るまい．むしろ塩分は増大の傾向を示すで

あろう．しかし締め切り後は海水の流通は悪くなるから，大雨後の淡水残留効果は持続性

を帯びて新しい問題が生じそうであるが，これは余剰淡水の排水法に関して生ずる問題で

はなく，締め切り後に海水の流動がゆるやかになるという海洋学的な観点から考慮さるべ

き問題であろう．

　早岐町地区の都市下水処理の問題は，その方法如何では締め切り後の瀬戸内水を強く汚

染し，漁場形成をも危うくする状況にまで発展する可能性を含んでいる．しかし現時点で

はこれらに関する具体的な処理計画が明らかではないので，ここでは付帯工事に関連する

それらの諸問題と，それがおよぼす影響については触れないで，問題をただ締め切りとい

う土木工学的な現象によって起るであろう海況の変化を推測するにとどめだものである．

　漁場を構成する海水の海洋学的あるいは海洋生物学的要素が，アコヤガイの生育および

真珠製晶の質に及ぼす影響については，従来明確な解答は与えられてはいないが，漁場の

性格が製品の質を決定する重要な因子であることは間違いないであろう．木村等7）による

と，一般に外海性の漁場では「クリドム系」のものが多いが，外海性と内湾性との両者を

あわせ持つ性格の漁場では「ホワイト系」および「ピシク系」のものが多いといわれてぴ

る．．阪口8）および蓮尾等9）は長崎県下の各漁場を対象に，同一条件で挿面したアコヤガ．イ

を各漁場に配布し，生育と製品の漁場別判定を行った結果によると，大村湾・佐世保湾内

の漁場のように，内湾性の強いところでは，外海性である北松・五島・西彼1対馬などの

各漁場にくらべて色調でまさっているなどのことを明かにし，漁場の性格がアコヤガイの

生育と製品の質とを反映していることを示した．

　しかし漁場要素のうちで，どの要素がアコヤガイにとって漁場の価値を決定付けるもの

であるかについては解明が充分ではないが，「巻き」のよい佐世保湾漁場と「色調」でま

さっている大村湾漁場との両性格を兼備した漁場が存在するならば，その漁場価値はきわ

めて大きいことになる．

　大塔漁場については，現況ですでに高い漁場価値が認められて居り，長崎県下でも常に

上位を争う程の好漁場であるから，海洋学的特性カミ現況より変化することは，とりもなお

さず本漁場の価値を現況よりも高い方向に変化させるものとは考え難く，価値を低める方

向に向う可能性の方が強いものと考えてよいであろう．

本調査では，大塔漁場の海洋学的あるいは海洋生物学的特性が海水流動状況のよさにあ

ると予断し，その状況のは握と，現象面では夏期における酸素低下の現象を追究し，また



］・8一

「早岐瀬戸」締め切りに関する研究一皿

プラγクトγに及ぼす効果も重視した．

　各調査の結果はそれぞれ本漁場の特性となる点を明らかにし，現況の説明を与えでくれ

たゾ

　このような漁場の性状は締め切りにより当然変化するが，その変化は根本的には

　　　1．締め切りにより漁場の流速が現況より著しく減退すること，　および

　　　2．瀬戸内水と大村湾水との交流がしゃ断されること

により起るものと考える．締め切り後に予想される多くの海洋学的あるいは海洋生物学的

な諸現象の変化は，一すべてこれら二つの効果から派生するもので，流速の減退は

　　　　〔1）水温の夏期における異常上昇と冬期における異常低下

　　　　（2）大雨後の長期にわたる淡水残留効果

　　　　（3）夏期の強固な成層状態の発達とその結果として赤潮発生および酸素量の異常

　　　　　低下ならびに酸素躍層の上昇

　　　　（4）貝類の排せつ物の蓄積による海底泥および海水中の硫化物量の増加現象

などを含み，これらは漁場の老化を促進し，ひいては漁場価値を低下させる方向に発展す

る．さらに流速の減退は

　　　　（5）アコヤガイの正常な生理活動を現状より著しく阻害する

ことも実験的に証明されている．

　次に，瀬戸内水と大村湾水との交流のしゃ断効果は

　　　　（6）塩分の上昇

　　　　（7）プラγクトy相の変化

となって現われよう．これらのうち塩分の上昇については問題とすべき点は起らないと考

えるが，プラγクトン相はしゃ断により完全に佐世保湾型になり，その結果Skelelonema

が優出する佐世保湾型のプラγクトソ相は，少なくとも本水域の「化粧巻漁場」としての

価値を低下せしめるものと心配される．

　本報告申では，調査不備の箇所は既往の丈献などから資料あるいは記録値を借用した

が，それでも考察に充分でない箇所がある．とくに締め切り後の漁場の流速をどの程度と

みなしてよいかが分らない．考え方としては第2鞭）でも述べたように，現況の佐世保湾

中央部の流速より上まわることはあるまいとの推測を出発点として居り，佐世保湾中央部

の流速の実測値に関する資料を持たないので，余儀なく「海図」から引用した．

　しかしながら，締め切りによって流速は現況を著しく割ることは当然考えられ，またわ

れわれに必要なことは現況を維持するか低下するかのどちらかを明らかにすることであっ

たから，締め切り後の推測には正確な佐世保湾中央部の流速値は必らずしも必要とはしな

かったが，ただ現況を割るとすればどの程度であるかという点は今後明らかにすべきこと

と考える．本報告では現況のおおよそi／，itn度の流速になるであろうとおおまかに考えた．

　漁場周辺の詳密な流動状況をは握するために，9月24日に瀬戸内の4ケ所で流速計を同

時に使用して一斉調査を行った結果1）によると，細かな地域差が流動状況に著しい相異を

与えていることが明らかにされているが，この様な知見は真珠養殖漁場形成の条件を知る

上にも，三新らしy・漁場を開発する上にも有益なものであろう．

，大村湾ならびに佐世保湾の両者のプラγクFY相の差を同時に比較出来るような資料は

現在なお皆無であるが，おおまかには佐世保湾はSkelevae〃la型であるのに対して大村湾
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はChaetoceros型 て,こ の差異か 「巻き」の佐世保湾 と 「色調」の大村湾との差を起こ

す原因てあるとするならは,こ れを科学的に実証することも今後の課題てあろう

本報告ては,早 岐町地区の都市下水の流入に関しては一 さい触れなか ったか,も し締め

切 った後の瀬戸内に,下 水か流入するような事態になれは,本 報告ならひに関連報告て明

らかにした諸点はすへて漁場悪化の方向を加速するものてあろう

ともあれ,本 調査は短期間のことてもあ り,ま た完全なものてもない とくに野外現象

は変動の幅か大 きく,1年 間位の調査て実態を論す ることは危険てあるのて,推 論のあや

まりを犯さぬために,細 かな事象にとらわれすに大筋て論 した次第て,将 来個 々の箇所 て

は訂正 も余儀なき事態になるやもしれないか,こ こて行 った推論の大筋には変化ないこと

を期するものてある

要 約

1調 査の動機 と目的

早岐瀬戸淡水湖化の計画かあるか,本 水域は 「大村湾真珠」の集 中的かつ優良漁場のあ

る水域てあるのて,佐 世保市大塔水域を中心として,早 岐瀬戸周辺海域の現況をは握 し,

それに基ついて瀬戸が締め切られた場合,近 傍の真珠養殖漁場にとの ような影響を与える

てあろうかを推定すへく,1964年2月 より1965年1月 の問にわたって調査を行 った.

2調 査結果とそれによって推定されることの概要

(1)大 塔水域の海水流動は,大 潮時て最大流速25cm/sec程 度,平 均流速は8～10cm/

secて あるか,こ れかほほ1/2以下に低下するものと推定 した ア コヤカ イと環境水の

流速との関係を排せつ糞量 ・貝殼形成力およひ貝殼運動の3点 について見た室内実験

の結果ては,10～15cm/secか 貝を最も活発ないしは安定に活動させる流速てあると

の結論を得た

(2)ア コヤカイの強い 「酸素耐性」およひ中層以浅に垂下養殖 しているという現在の事

業の実際面から,現 況ては酸素量については問題 とすへ き点はないものと考えるか,

7月 から9月 にわたる高水温期の,と くに小潮時に海底水て1cc/L台 の異常低酸素

の出現か現況ても見られるから,瀬 戸締め切 り後にはこの低酸素水か貝かこ垂下層の

下端まて上昇する可能性かある

(3)夏 期の高水温にともない,海 底泥の硫化物量は6月 から11月 にかけて漸増する傾向

かある 海底泥の汚染は現況ても漁場内ては見られるのて,瀬 戸締め切 り後には海水

流動の衰えから,汚 染の度合は加速されよう

(4)フ ランクトン相は現況て本水域は 「佐世保湾型」を呈 しているのて,瀬 戸締め切 り

後ても著 しい様相の変化はないものと考えるが,Skeletonema costatumの 異常増殖

と 「赤潮」のひん繁な発生とか心配される これらの現 象はア コヤガイの生息 をおひ

やかすような直接的な影響は 少ないものと考えるか,Skeletonemaの 繁殖するよう

な環境条件かアコヤカイの生息環境条件 と一致 しないてあろうという点に,「漁 場価

値」を決定する上の問題点があるものと考える

3海 水の流動低下に随伴する二次効果 と締め切 りによるしゃ断効果 としては,

(1)水 温の夏期における異常上昇 と冬期における異常低下

(2)大 雨後の長期にわたる淡水残留効果
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(3)夏 期における強固な成層状態の発達およひ海底低酸素水(層)の 上昇

(4)貝 類排せつ物その他陸上 より流入す る有機物質の蓄積による海底泥およひ海水中の

硫化物の増加

(5)観 潮橋(締 め切 り予定場所 の－)下 のかく乱 と瀬戸内の海藻群落による流水への酸

素供給効果のしゃ断

(6)瀬 戸内水 と大村湾水 との交流効果のしゃ断

などの現象と効果とを生することか心配され,こ れらはいすれも漁場の老化,荒 廃を加速

させ るものてあ り,優 良漁場としての価値を著 しく低下させ るものと推 測する
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